


















































史料②　「斉彬公史料」安政元年 (1854) ７月 29 日付

















金沢大学考古学研究室　　2005 年 6 月 11 日 




























育委員会所蔵）には，反射炉の右 ( 東 ) に小さな丘陵












り ( 坂田編 1926)，同時代史料による確認はされてい
年号 (西暦 ) 事　項 出　典
































































































































(4) これまで集成館の反射炉については，明治 17 年
(1884) の市来四郎『島津斉彬公御言行録』( 本稿では




と考えられている ( 出口他編 2003　pp.146-165)
(5)『薩摩焼の研究』の図版において，磯窯跡採集資料
中に耐火レンガらしき写真が２点挙げられているが，









金子功 1995a『反射炉Ⅰ』ものと人間の文化史 77- Ⅰ法政大学
出版局
金子功 1995b『反射炉Ⅱ』ものと人間の文化史 77- Ⅱ法政大学
出版局
芳即正 1992「江夏十郎関係文書 ( 一 )」『鹿児島純心女子短期大
学研究紀要』22　pp.1-30














田沢金吾・小山富士夫 1941『薩摩焼の研究』座右宝刊行会 ( 国
書刊行会復刻 1987 年　東京 )











り研究会　中間まとめ (2004.4 ～ 2005.3)』pp.95-100  薩摩の
ものづくり研究会
渡辺芳郎 2005b「島津斉彬時代の磯窯の製品について」『鹿児島
大学考古学研究室開設 25周年記念論文集 ( 仮称 )』同刊行会 ( 印
刷中 )
金大考古 49, June 2005, 1-4.　幕末における耐火レンガ生産と在来窯業－薩摩藩・集成館事業の場合－：渡辺芳郎
